
き
め
細
か
く
質
の
高
い
教
育
を
実
現
す

る
た
め
、
昨
年
4
月
、
全
国
に
先
駆
け
て

公
立
小
学
校
の
1
年
生
に
25
人
学
級
を
導

入
し
ま
し
た
。
今
年
4
月
か
ら
は
こ
れ
を

2
年
生
に
拡
大
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
少
人

数
教
育
推
進
検
討
委
員
会
が
25
人
学
級
の

効
果
を
検
証
し
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

財
源
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
3
年
生
以

降
へ
の
導
入
を
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
学
校
内
で
の
相

談
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
に
「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
市
町
村
の
適
応
指
導
教
室
の

サ
ポ
ー
ト
や
、
長
期
に
わ
た
る
不
登
校
な

ど
に
対
応
で
き
る
体
制
を
拡
充
し
ま
す
。

　
新
た
に
「
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
潜
在
保
育
士
を
対
象

と
し
た
研
修
会
や
、
人
材
バ
ン
ク
を
活
用

し
た
保
育
士
と
保
育
所
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
年
度
途

中
の
保
育
士
の
確
保
が
し
や
す
く
な
り
、

時
期
を
問
わ
ず
希
望
す
る
保
育
所
へ
ス

ム
ー
ズ
に
入
所
で
き
る
「
新
し
い
姿
の
待

機
児
童
ゼ
ロ
」
の
基
盤
を
整
え
ま
す
。

　
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に

行
っ
て
い
る
子
ど
も
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

へ
の
支
援
を
本
格
的
に
始
め
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配

置
を
拡
充
し
、
子
ど
も
が
学
校
内
で
相
談

で
き
る
機
会
を
増
や
し
ま
す
。

　
学
校
外
で
も
相
談
で
き
る
機
会
を
つ
く

る
た
め
に
、会
員
制
交
流
サ
イ
ト（
S
N
S
）

を
開
い
た
り
、
支
え
と
な
る
人
材
を
育
成

し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
積
極
的
に
啓
発
活
動
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
猫
は
繁
殖
力
が
強
い
た
め
、
ど
ん
ど
ん

増
え
て
し
ま
い
、
致
死
処
分
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
猫
の

無
秩
序
な
繁
殖
を
抑
え
る
た
め
の
不
妊
・

去
勢
手
術
に
か
か
る
費
用
を
市
町
村
に
補

助
す
る
制
度
を
大
幅
に
拡
充
し
、
1
億
円

を
超
え
る
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
猫
の
致
死
処
分
数
を
劇
的

に
減
ら
し
、
人
と
動
物
が
共
生
す
る
社
会

の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　

　
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、
誰
も
が

活
躍
で
き
る
共
生
社
会
を
実
現
す
る
。
こ

れ
は
、
多
種
多
様
な
人
材
が
集
い
、
持
続

的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
で
す
。

　
中
で
も
、
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

個
人
の
意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
多
様
な
生

き
方
を
選
択
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、
今
年
度
は
昨
年
度
の
約

2
倍
と
な
る
予
算
を
確
保
し
、
新
た
な
事

業
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
特
に
「
若
年
層
へ
の
意
識
啓
発
」「
女
性

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」「
相
談
機
能
の
強
化
」

の
三
つ
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

に
専
門
人
材
を
配
置
し
、
活
動
に
取
り
組

む
県
民
や
団
体
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

企
業
な
ど
を
対
象
と
し
た
研
修
や
、
生
徒
・

職
場
向
け
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て

「
性
の
多
様
性
」
を
尊
重
で
き
る
社
会
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
地

域
支
え
合
い
活
動
に
助
成
し
、
孤
立
や
孤

独
を
防
ぎ
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域
社

会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
共
生
社
会
の
実
現
】

山
梨
県
に
多
種
多
様
な
人
材
が
集
い

持
続
的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
づ
く
り

【
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
】

新
し
い
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
、少
人
数
学
級
の
拡
大

人
と
動
物
と
の
共
生
を
め
ざ
す

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

多
様
な
生
き
方
を

選
択
で
き
る
社
会
に

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
で

新
し
い
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ

25
人
学
級
を
小
2
に
も
導
入

い
じ
め
・
不
登
校
に
も
対
応

行
う
介
護
職
員
の
賃
上
げ
相
当
額
を
助
成

し
、
労
働
環
境
や
処
遇
の
改
善
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
と
は
、
病
気
や
障
害
に

よ
り
人
工
呼
吸
器
の
管
理
や
た
ん
の
吸
引

な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要
な

子
ど
も
の
こ
と
で
す
。
医
療
的
ケ
ア
児
や

そ
の
家
族
を
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
今
年
度
新
設
す
る
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
関
係
機
関

と
調
整
し
な
が
ら
、
必
要
な
医
療
や
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、

情
報
交
換
会
の
開
催
や
制
度
の
紹
介
な
ど

に
よ
り
、
広
く
知
識
や
情
報
が
得
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
も
同
時
に
進
め
ま
す
。

　
県
は
こ
れ
ま
で
に
、
介
護
待
機
者
ゼ
ロ

社
会
の
実
現
に
向
け
て
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
拡
充
を
進
め
、
令
和
5
年

度
末
ま
で
に
新
た
に
4
3
7
床
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
現
場
で
は
慢
性
的
な
人
材

不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T
の
導
入
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
国
の
方
針
を
踏
ま
え
、

介
護
事
業
所
が
今
年
2
月
か
ら
9
月
ま
で

【
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
へ
】

介
護
待
機
者
ゼ
ロ
社
会
の
実
現
や

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
体
制
の
整
備

施
設
整
備
や
処
遇
改
善
で

介
護
待
機
者
ゼ
ロ
に
取
り
組
む

医
療
的
ケ
ア
児
や
そ
の
家
族
を
支
援

　
い
か
な
る
条
件
に
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
で
、山
梨
県
全
体
の
可
能
性
を
最
大
化
し
ま
す
。県
は
、子
育
て
や
介
護
、

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
共
生
社
会
の
実
現
な
ど
、社
会
の
基
礎
条
件
の
充
実
に
惜

し
み
な
く
お
金
を
使
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
が

存
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現

基
礎
条
件
充
実
の
「
K
」

去勢手術を受けた印として右耳の一部がカットされた猫

子どもの可能性を最大限伸ばす

全ての世代の安心を支えるため介護待機者ゼロをめざす

医療的ケア児と家族が安心して暮らせる環境を整備

令和4年度当初予算
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き
め
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の
高
い
教
育
を
実
現
す

る
た
め
、
昨
年
4
月
、
全
国
に
先
駆
け
て

公
立
小
学
校
の
1
年
生
に
25
人
学
級
を
導

入
し
ま
し
た
。
今
年
4
月
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ら
は
こ
れ
を

2
年
生
に
拡
大
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
少
人

数
教
育
推
進
検
討
委
員
会
が
25
人
学
級
の

効
果
を
検
証
し
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

財
源
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
3
年
生
以

降
へ
の
導
入
を
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
い
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や
不
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に
積
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に
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よ
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、
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す
る
と
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も
に
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セ
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に
「
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セ
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タ
ー
」

を
設
置
し
、
市
町
村
の
適
応
指
導
教
室
の

サ
ポ
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ト
や
、
長
期
に
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た
る
不
登
校
な

ど
に
対
応
で
き
る
体
制
を
拡
充
し
ま
す
。

　
新
た
に
「
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
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を
設
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、
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在
保
育
士
を
対
象

と
し
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研
修
会
や
、
人
材
バ
ン
ク
を
活
用

し
た
保
育
士
と
保
育
所
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
年
度
途

中
の
保
育
士
の
確
保
が
し
や
す
く
な
り
、

時
期
を
問
わ
ず
希
望
す
る
保
育
所
へ
ス

ム
ー
ズ
に
入
所
で
き
る
「
新
し
い
姿
の
待

機
児
童
ゼ
ロ
」
の
基
盤
を
整
え
ま
す
。

　
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に

行
っ
て
い
る
子
ど
も
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

へ
の
支
援
を
本
格
的
に
始
め
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配

置
を
拡
充
し
、
子
ど
も
が
学
校
内
で
相
談

で
き
る
機
会
を
増
や
し
ま
す
。

　
学
校
外
で
も
相
談
で
き
る
機
会
を
つ
く

る
た
め
に
、会
員
制
交
流
サ
イ
ト（
S
N
S
）

を
開
い
た
り
、
支
え
と
な
る
人
材
を
育
成

し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
積
極
的
に
啓
発
活
動
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
猫
は
繁
殖
力
が
強
い
た
め
、
ど
ん
ど
ん

増
え
て
し
ま
い
、
致
死
処
分
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
猫
の

無
秩
序
な
繁
殖
を
抑
え
る
た
め
の
不
妊
・

去
勢
手
術
に
か
か
る
費
用
を
市
町
村
に
補

助
す
る
制
度
を
大
幅
に
拡
充
し
、
1
億
円

を
超
え
る
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
猫
の
致
死
処
分
数
を
劇
的

に
減
ら
し
、
人
と
動
物
が
共
生
す
る
社
会

の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　

　
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、
誰
も
が

活
躍
で
き
る
共
生
社
会
を
実
現
す
る
。
こ

れ
は
、
多
種
多
様
な
人
材
が
集
い
、
持
続

的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
で
す
。

　
中
で
も
、
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

個
人
の
意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
多
様
な
生

き
方
を
選
択
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、
今
年
度
は
昨
年
度
の
約

2
倍
と
な
る
予
算
を
確
保
し
、
新
た
な
事

業
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
特
に
「
若
年
層
へ
の
意
識
啓
発
」「
女
性

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」「
相
談
機
能
の
強
化
」

の
三
つ
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

に
専
門
人
材
を
配
置
し
、
活
動
に
取
り
組

む
県
民
や
団
体
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

企
業
な
ど
を
対
象
と
し
た
研
修
や
、
生
徒
・

職
場
向
け
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て

「
性
の
多
様
性
」
を
尊
重
で
き
る
社
会
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
地

域
支
え
合
い
活
動
に
助
成
し
、
孤
立
や
孤

独
を
防
ぎ
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域
社

会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
共
生
社
会
の
実
現
】

山
梨
県
に
多
種
多
様
な
人
材
が
集
い

持
続
的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
づ
く
り

【
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
】

新
し
い
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
、少
人
数
学
級
の
拡
大

人
と
動
物
と
の
共
生
を
め
ざ
す

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

多
様
な
生
き
方
を

選
択
で
き
る
社
会
に

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
で

新
し
い
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ

25
人
学
級
を
小
2
に
も
導
入

い
じ
め
・
不
登
校
に
も
対
応

行
う
介
護
職
員
の
賃
上
げ
相
当
額
を
助
成

し
、
労
働
環
境
や
処
遇
の
改
善
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
と
は
、
病
気
や
障
害
に

よ
り
人
工
呼
吸
器
の
管
理
や
た
ん
の
吸
引

な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要
な

子
ど
も
の
こ
と
で
す
。
医
療
的
ケ
ア
児
や

そ
の
家
族
を
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
今
年
度
新
設
す
る
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
関
係
機
関

と
調
整
し
な
が
ら
、
必
要
な
医
療
や
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、

情
報
交
換
会
の
開
催
や
制
度
の
紹
介
な
ど

に
よ
り
、
広
く
知
識
や
情
報
が
得
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
も
同
時
に
進
め
ま
す
。

　
県
は
こ
れ
ま
で
に
、
介
護
待
機
者
ゼ
ロ

社
会
の
実
現
に
向
け
て
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
拡
充
を
進
め
、
令
和
5
年

度
末
ま
で
に
新
た
に
4
3
7
床
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
現
場
で
は
慢
性
的
な
人
材

不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T
の
導
入
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
国
の
方
針
を
踏
ま
え
、

介
護
事
業
所
が
今
年
2
月
か
ら
9
月
ま
で

【
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
へ
】

介
護
待
機
者
ゼ
ロ
社
会
の
実
現
や

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
体
制
の
整
備

施
設
整
備
や
処
遇
改
善
で

介
護
待
機
者
ゼ
ロ
に
取
り
組
む

医
療
的
ケ
ア
児
や
そ
の
家
族
を
支
援

　
い
か
な
る
条
件
に
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
で
、山
梨
県
全
体
の
可
能
性
を
最
大
化
し
ま
す
。県
は
、子
育
て
や
介
護
、

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
共
生
社
会
の
実
現
な
ど
、社
会
の
基
礎
条
件
の
充
実
に
惜

し
み
な
く
お
金
を
使
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
が

存
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現

基
礎
条
件
充
実
の
「
K
」

去勢手術を受けた印として右耳の一部がカットされた猫

子どもの可能性を最大限伸ばす

全ての世代の安心を支えるため介護待機者ゼロをめざす

医療的ケア児と家族が安心して暮らせる環境を整備

令和4年度当初予算
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